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研 究 題 目
（応募部門）

	多文化共生社会の実現に向けた生活情報支援に関する実践研究
―富山県呉西地域における「やさしい日本語」による生活
マップの作成―
(Ｇ）その他の活性化  （地域の魅力の情報発信、国際交流、消費者保護など）

	
研 究 概 要

	富山県呉西地域に在住する外国人住民が安心して生活できる環境づくりを目的とし、「やさしい日本語」による生活情報マップを作成する。外国人住民や関係機関への聞き取り調査、多言語表示の言語景観調査を通じて、日常生活および災害時の情報アクセスに関する課題を把握する。調査結果をもとに行政情報や生活情報を平易化し、多言語併記も取り入れた実用的なマップを作成する。成果物は地域の関係機関と共有し、継続的な情報支援と多文化共生の推進に役立てる。


	
これまでの活動状況と今後の活動予定
（300字程度）






	これまでに学生間で月2回ほどミーティングを行い、研究目的・調査方法を検討するとともに、「やさしい日本語」に関する論文を読み、基礎知識を深めた。また、外国人を対象に日本での生活上の困っていることについてアンケートを実施し、来日間もなく日本語が十分でない人にとって、医療機関の受診や役所での手続きが難しいことを確認した。学生間では、ごみの分別や騒音など生活ルールに関する相互理解の必要性も議論した。今後は10～11月に外国人住民・関係機関への聞き取りと地域の多言語表示に関する言語景観調査を進め、結果を整理して11月中に生活マップを試作する。12～1月に修正・完成版を作成し、2～3月に成果発表と地域還元を行う。

	

当初予定と変更がある場合は変更点を記述ください。


	



